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学年・学級 
経営の視点 

学年・学校全体に目を向け，よりよい姿を想像することができる  
 

問題を自分事として受け止め，実現可能な解決方法を決め，ねばり強く努力する 
ことができる 

多様な意見のよさを積極的に生かして合意形成を図り，実践していくことができる 自他のよさを伸ばし合い，仲間と生活をよりよくすることができる 

目指す Ls・Fs 
発揮の姿 

●学校生活の改善や向上に目を向け，学校全体の集団をまとめようとする姿 

●相手の思いを受け止めて聞いたり，相手の立場や考え方を理解したりして，

多様な意見のよさを積極的に生かして合意形成を図り実践する姿 

●自分の生活を見直すなどして自己の問題について真剣に受け止め，自己に合った実現可

能な解決方法を決め，より高い目標を立て，粘り強く努力する姿 

●集団の活動目標を大切にし，活動を振り返り，改善しながら達成しようとする姿 

●学校生活における問題に目を向け，その解決のために出された意見を基にして，組み合わ

せたり，新たな考えを生み出したりするなど創意工夫を生かして合意形成を図る姿 

●互いに信頼し支え合い，楽しく豊かな学級や学校の生活づくりに主体的に参画する姿 

●自他の特徴について気付きよいところを伸ばし合う姿 

●自分の役割や責任などについての自覚を深める姿 

●希望や目標をもって生きることや，自分の将来を描き，その実現のために学習することの意

義を自覚する姿 

●学習の見通しや振り返りの大切さ，適切な情報の収集や活用の仕方について考え，主体

的に学習に取り組む姿 

行事 
前期始業式  
入学式・歓迎会 

全国学力・学習状況調査 

花いっぱい運動 
体力テスト 

 

知能検査 
学校見学会 

ブックトーク 

セレクト給食 
常呂みどりの学校 

 

心の劇場 運動会 
前期終業式 

後期始業式 

 

オープンデー 
阿寒湖畔自然 
体験活動 

学芸発表会 親子一日入学 修了記念作品展 

（中央廊下） 

修了証書授与式 

離任式 

学級活動 

●最高学年として意識 
・係を決めよう 
・委員会を決めよう 

・安全に過ごすために 

・学習センターの活用 

・朝・中休みの過ごし方 

●常呂みどりの学校に 
向けて 

 

●運動会に向けて 

・夏休みの過ごし方を

考えよう 

●常呂みどりの学校を振り
返って 

●運動会に向けて 

・夏休みの生活を振り返ろう 

●運動会を振り返って 

●前期を振り返って 

●後期を充実させよう 

・学級の係を見直そう 
●学芸会に向けて ●学芸会を振り返ろう 

・文集を作ろう 
・冬休みの過ごし方 

・委員会活動の引き継ぎ 

・冬休みの思い出・作品 

●近づく前期課程修了

～自分にできること 

・日本と世界の食文化 
●進級を祝う会に向けて 

感謝の気持ちを込めて 

●６年間の振り返り 

・中学校入学・後期課程 

進級に向けて 

【スローガン設定の理由】 
 

 

 

 

 

 
 
【核となる単元活動】 

 

道
徳
の
時
間 

Ａの視点 
人生を変えるのは自分(４) うばわれた自由(２３) 

○○しながら(１８) 
負けずぎらいの心根をもって（藤井聡太）(１)   手品師(１６) 山中伸弥先生の快挙(１３)   世の中のためになることをしたい（３１）  

だまって借りてもいいのかな(３) 
   

Ｂの視点 礼ぎ作法と茶道(１９) ブランコ乗りとピエロ(２) 真琴と勇介(１１) 

 
ひたすらに， 

自分の心に従って(２２) 
  父の言葉(８) 友達だからこそ(６)  そこにぼくはいた (３０) 

 
 卒業に向けて(２９) 

 

Ｃの視点 
ひきょうだよ(７)  北海道の名付け親（松浦武四郎）（３２） 協力するってどういうこと？（１７） 応援団の旗(５) 青い海を取りもどせ(14) 

みんなが幸せに暮らせる社会へ(20) 

個人の権利って？ (1０) 

米百俵（９） 
究極の理想「平和」を求めて(２６)  

 
 ベトナムの人に，安全な水を（３３）  雨上がりの朝に（１２） 

志を得ざれば，再びこの地を踏まず(３５) 

両親からの手紙(２８) 

 

Ｄの視点  地球、その大いなる存在(２５)     流氷とアザラシが伝えるもの (３４)  「ちょっと」の可能性（１５） 六千人の命のビザ(2１) その思いを受けついで（２７） あかはなそえじ (２４)  

内容項目 【Aの視点】（1）善悪の判断、自立、自由と責任（2）正直、誠実（3）節度、節制（4）個性の伸長（5）希望と勇気、努力と強い意志  【Bの視点】（６）親切、思いやり（７）感謝（８）礼儀（９）友情、信頼  

【Cの視点】（10）規則の尊重（11）公正、公平、社会正義（12）勤労、公共の精神（13）家族愛、家庭生活の充実（14）よりよい学校生活、集団生活の充実（15）伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度（16）国際理解、国際親善 【Dの視点】（17）生命の尊さ（18）自然愛護（19）感動、畏敬の念 

釧路の「魅力」リディスカバリー（再発見）プロジェクト 

集団や社会の形成者としての「見
方・考え方」を働かせた学校行事に
おける活動を核として，集団や自己
の生活上の諸課題を見いだし，解
決するための話合い・合意形成・意
思決定をしていくことを通して，互い
のよさや可能性・個性・価値観を受
け入れ，協働的によりよい生活・自
分の生き方をつくろうとする態度を
育む単元活動 

街づくりやそれに携わる人々の活 

動について探究していく活動を 

核として，収集した情報を整理分 

析することで新たに課題を設定 

し繰り返し探究していくことを通 

して，自己の生き方を考えたり， 

進んで実社会・実生活の問題の 

解決に取り組んだりしていく力を 

育む単元活動 

身近にある釧路の魅力（総） 

聞いて、考えを深めよう（国） 
春のいぶき
（国） 

地震や火山と災害（理） 土地のつくり（理） 

いちばん大

事なものは

（国） 

国づくりへの歩み（社） 憲法とわたしたちの暮らし（社） 

岩見川（水源）

源） 

岩見川（中流）  

教育大学・境先生 

釧路の人口
減少問題 

今、私は、ぼくは（国） 

共に生きる地域での
生活（家） 

                        釧路の「魅力」エキサイトメント（盛り上げよう）プロジェクト  

常呂みどりの学校（行） 

運動会（行） 学芸会（行） 
進級を祝う会（行） 

修了証書授与 

“みんな”と共に成長して笑顔になろうプロジェクト 
～１年生の成長を支えよう～ ～下級生の思いを受け入れよう～ ～自分たちで決めた目標を達成しよう～ 

体つくり運動（体） 

笑うから楽しい（国） 

１年生との関わり 

最高学年としての
意識（学） 

体つくり 
運動（体） 

運動会に向けて（学） 

大学生よさこい指導（体） 

たのしみは（国） 

振り返り（学） 

振り返り（学） 

劇団四季「心の劇場」 

学芸会に向けて（学） 

アルバム文集製作 

振り返り（学） 

“みんな”で「最高」をつくろうプロジェクト 
～みんなのよさを生かそう～ 

“みんな”の思いを伝えようプロジェクト 
～みんなで「感謝」を届けよう～ 

中学校へつなげよう（国） 生きる（国） 人間は他の生物と何がちがうのか（国） 

夏のさかり（国） 秋探し（国） 

ドリームプロジェクト（図） 

『鳥獣戯画』を読む／【情報】調べた情報の使い方／日本文化を発

信しよう（国） 
やまなし／【資料】イーハトーヴの夢（国） 

近代国家を目ざして（社） 
明治の新しい国づく

り（社） 

幕府の政治と人々 の暮ら

し（社） 

釧路のまちを支える「人」（総） 

元町ＰＲ依頼 

釧路のまちを支える（総） 

「人」（総）② 

持続可能な社会を生きる（家） 元町青年団・講話 元町マップ・元町散策 歴史学習 臨港鉄道散策 

阿寒湖畔自然体験学習 

厳島神社・菊池様 元町青年団・PTAプロジェクト 

児童委員会・代表委員会 

伝わるかな、好きな食べ物（国） 
 

大切にしたい言葉（国） 

日本や世界の音楽に親しもう（音） 音楽で思いを伝えよう（音） 

委員会引継ぎ 

データの調べ方（算） 

北斗遺跡・博物館・土器づくり 
（澤田恭平様） 

化石発掘体験 

大切にしたい言葉（国） 

歌声をひびかせて心をつなげよう（音） 

短距離走・リレー（体） 表現運動（体） ネット型（体） ゴール型（体） 

五年生までに高めてきた一人一人
がもつ個性や価値観，強みである
『カラー』を今年度も存分に発揮す
るとともに，新しい視点で自分の強
み（カラー）を見直し，仲間のカラー
と合わせて『グラデーション』（色を
変化）させながら，前期課程のみん
なと繋がり，最高学年として学校を
引っ張り，成長していってほしいとい
う願いを込め設定した。六年生とし
て，最高学年としての自覚をもち，
学校の仲間のために何ができるの
かを考えたり，多岐にわたって目を
向けたりしていくことを大切に，『多
様な考え，多様な発揮』を目指す。 

情報と情報をつなげて伝えるとき（国） 

デジタル機器と私たち（国） 

 



 


